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要旨：本研究の目的は、教育実習プログラムの改善及びその効果の分析を行うことである。佐竹ほか（2016、2017）の

研究成果と課題に加え、これまでの教育実習指導において、指導教員が課題意識を持っている内容について整理し、教育

実習プログラムの改善を行った。具体的には、指導教員の示範授業を実施するタイミングや、授業観察シートの開発、授

業批評会に代わるふり返りの検討を行った。改善したプログラムを理科の教育実習生を対象に試行的に実施したのでそ

の結果を報告する。 
 

キーワード：技術と関わる教育的内容知識  Technological Pedagogical Content Knowledge 
      マインドマップ MindMap 
      教育実習プログラム Teaching Practice Program 

授業観察シート Class Observation Sheet 
理科教育 Science Education 

１．これまでの研究の経緯と本研究の目的 

これまで、教育実習生（以下、実習生と表現する）の授

業における ICT 活用能力の育成に焦点を当てて研究を

行ってきた。授業に関する知識の中で ICT 活用に関する

知識がどのように伸長されていくのか、教育実習前後に実

習生が描いたマインドマップを解析することからはじめ

た。 
佐竹ほか(2016)では、実習生が作成した授業づくりのた

めのマインドマップを、図１に示したような TPACK1)の

枠組みを適用して分析し、実習生の授業に関する知識を分

類・数値化することを試みた。その結果、マインドマップ

が実習生の実態や、授業に関する知識の変容を視覚化する 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図１ TPACK の枠組みとその知識の構成要素 2) 
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道具となり得ることが示された。特に、教育実習を経験す

る前の実習生は、大きく分けて「内容に関する知識

（Content Knowledge : CK）」が卓越するタイプと「教育

に関する知識（Pedagogical Knowledge : PK）」が卓越す

るタイプが存在することが明らかとなり、とりわけ CK が

卓越するタイプの実習生は、 教育実習を経験する中でCK
が減少し、その知識は PCK へと移行していく傾向が捉え

られた。 
佐竹ほか（2017）では、TPACK の枠組みを意識した教

育実習指導を計画実践し、マインドマップの分析に加え、

授業記録や事後インタビューを加えて検証することに

よって、実習生の TPCK「技術と関わる教育的内容知識

（Technological Pedagogical Content Knowledge）」を伸

長させる要因を明らかにしようと試みた。その結果、ICT
と黒板の合理的な使い分けを考える経験や、授業の主な学

習に ICT の利点が活かせるような授業内容を経験、ICT
の必要性を感じている中で、他の教員や実習生の授業観察

から活用の糸口を発見する経験が、実習生の TPCK を伸

長させる要因として明らかとなった。 
しかし、具体的な教育実習指導プログラムの改善及び、

その効果の検証には至っていない。 
そこで本研究では、これまでの研究成果と課題に加え、

2016 年度の実習生のインタビュー結果や、通常の教育実

習指導で指導教員が課題意識を感じている点について考

慮し、新たな教育実習プログラムを設定し、理科の実習生

を対象に試行的に実施することにした。 
また、奈良教育大学附属中学校（以下、本校と表現する）

の 2017（平成 29）年度の研究主題は「新学習指導要領を

創造的に実現する教師力の開発」であり、教育実習最終日

（2017 年９月 29 日）に開催された教育研究会において、

実習生と本校教員が公開授業を行うという試みを実施し

た。従って、本研究で実践した教育実習指導の集大成は

教育研究会で公開され、本校の研究主題とも関連してい

る。 

２．2016 年度の実習生のインタビューからの示唆 

2016 年度のインタビューで、もっとも効果的と実習生

が感じた指導は、「自分たちに考える機会を与えてくれた」

ことであった。また、「はじめの授業で一度失敗した経験」

が授業を見るポイントを変え、真剣に授業について考え始

めることにつながり、「自分なりに考えた工夫を授業で実

施し、生徒の反応が良くなった経験」が実習生のやりがい

やモチベーションを高めていることがわかった。 
このことから、以下の点に留意して教育実習指導プログ

ラムを作成することにした。 
① はじめの授業案作成は、ある程度実習生に任せて、授

業が思い通りいかないことを経験させる 
② ２回目に作成した授業では、課題克服に関する指導

に力を入れ、考えさせる時間を保障する 

③ 途中で指導教員の示範授業を、実習生の指導案に則

して実施する。 

３．教育実習指導で指導教員が感じている課題 

 本校理科教員で協議したところ、これまでの教育実習指

導の課題として、「実習生が、何に着目して授業を観察し

ているか見えないこと」や、「授業観察の視点（授業で何

を見るべきか）に関する指導が十分にできていないこと」、

「授業の具体的なイメージを、言葉で伝えようとしてもイ

メージをなかなか伝えられないこと」、「これまでの気づき

や課題を伝えることに注力した授業批評会では、批判的な

内容が多くなり、授業改善につながる建設的な内容になら

ないことが多いこと」、「同じ指導教員が指導すると指導に

偏りが生じること」などが挙げられた。そこで、現行の教

育実習指導に以下の点で、改善を行うことにした。 
① 実習生が授業の何を観察しているかを把握するため

に、授業観察シートを開発する。 
② 指導教員のアドバイスと，実習生の授業観察シートを

共有することで授業批評会の代わりとする。 
③ ２週間ごとに、授業観察シートの記録の変容を元に、

授業を省察する機会を設けることで、自身の成長を自

覚させ、実習生相互のコミュニケーションも活性化さ

せる。 
④ 指導教員以外の理科教員が２回目以降の授業を参観

し、アドバイスを行う。 

４．研究方法 

４．１．教育実習指導プログラムとその検証方法 
本校では、９月に４週間にわたって３回生の教育実習

（以降３回生実習）が実施されている。実践は、平成 29
年度の３回生実習の理科実習生８名を対象に実施した。教

科に関する実習指導は、実習生を学年ごとに２名〜３名ず

つ割り振り、該当学年を担当している教員が中心に行った。 
図２は、本研究の教育実習指導プログラムの概要である。

教育実習までに、事前指導は２回行った。実習生１人あた

りが考案する授業は３～４時間分で、各４学級で同じ内容

の授業を行った。前述の課題に応えるために、本研究で新

たに加えた指導内容については、□で囲って示している。 
指導教員のアドバイスと授業観察シートを用いたふり

返りは、毎時間授業後に短時間で行った。原則、図２のⅡ

の授業の１回目に、他の学年を担当している指導教員が授

業観察し、アドバイスを行った。また、Ⅱの３回目の授業

を実習生が考案した指導案に従って指導教員が授業を行

い、これまで言葉では伝えにくかった授業のイメージや

ニュアンスを体現することで伝えようと試みた。 
また、実習生全員がⅡの授業を終えた時点（およそ教育

実習２週間目の終わり）で、授業観察シートの記述の変化

を共有し、今後の授業にどう活かしていくか、指導教員と 
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実習生で協議した。実習生全員が最終授業を終えた時点

（およそ教育実習４週目の終わり）で、再度授業観察シー

トの記述の変化を共有し、成長や変容について、指導教員

と実習生で協議した。 
本プログラムの効果の検証については、教育実習の最初

の授業Ⅰを考案する際と、最後の授業Ⅳを考案する際に描

かせるプレ・ポストマインドマップの比較と、授業観察

シートの変容、事後アンケートをもとに行う。 

４．２．授業観察シートの開発 
本研究では、実習生が授業観察で「何を見て何に気づい

ているか」について可視化するために、授業観察シートを 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

開発した（図３）。これまでの授業観察では、学習指導案

のコピーを配布し、その中に実習生が個々に書き込みを行

い、授業後の批評会で、その内容を実習生が口頭で述べる

ことが多かった。今回開発した授業観察シートでは、実習

生が観察の視点を３つ書く欄を設け、その視点で見た際に

気づいたことを記述できるようにした。その他の気づきに

ついては、メモエリアや、その他の欄に記述できるように

した。 

４．３．マインドマップ活用のねらいと分析方法 
マインドマップとは、トニー・ブザンが提唱した思考

ツールである。その特徴は、知識や考えていることを視覚

化できることである。テーマをセントラルイメージとして

表現し、そこから放射状に枝を広げていく。初めの枝（第

１階層）をメインブランチといい、その上に基本アイデア

をキーワードで記入する。そこから第２階層、第３階層と

サブブランチを展開して連想を広げていく（TONY and 
BARRY, 2013）。そのためマインドマップは、あるテーマ

について思考したことが広がりと階層性をもって表現さ

れる。したがって本研究では、マインドマップを実習生が

授業を考案する中で、何を重要と考え、どれだけ深く考え

ることができているか、その変容を捉えるためのツールと

して活用した。 
分析の方法については、佐竹ほか（2016）で開発した手

法を用いた。分析の具体的な内容を以下に述べる。 
本研究では、TPACK の構成要素に各ブランチを分類す

るための根拠として、 MATTHEW, KOEHLER and  
MISHRA(2015)による定義を参考に、現場の教師の感覚で

解釈を加え、表１のような判断基準を作成した。これに基 
づいて、今回実習を担当した３人の指導教員が、主観的に

見た実習生の実態とマインドマップの記述を合わせて協

議し、各ブランチが TPACK のどの構成要素に該当するか

合意形成しながら分類することで信頼性を高めることに

した。 
 
 
 
 
 
 
 
 

５．実践の概要 

５．１．教育実習事前学習について 
教育実習の事前指導は、実習期間に入る前に、２回実施

した（図２）。 
１回目の事前指導では、実習生の学年配当や担当する授

業内容の周知などのガイダンスを行うとともに、マインド

図２ 教育実習プログラムの概要 

表１ マインドマップを分類するための判断基準 

分類 知識の内容

CK 教科内容に関する知識

PK 教え方に関する知識

TK ＩＣＴ機器や黒板に関する知識や操作スキル

PCK 教科内容を、どうのように教えるかに関する知識

TCK 教科内容のより深い理解や思考を促すために、ＩＣＴ機器や黒板を用いる知識

TPK
授業で用いることのできるＩＣＴ機器についての知識と、その中から教えやすい
方法を選択できる知識

TPCK
教科内容を教える方法の１つとして、ＩＣＴ機器や黒板を，目的に応じて合理的
に活用するための知識

図３ 授業観察シート 
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マップの描き方についての講習を行った。生徒が作成した

マインドマップなどを例に説明し、描き方に慣れるために

自己紹介マインドマップの作成を行った。また、各実習生

のもつ背景や思いを知ることをねらいとして、「なぜ理科

の教員になりたいと考えるようになったのか（迷っている

ならその思い）」をテーマとして 800 字程度の作文を課題

として提出させた。提出された課題については、教育実習

開始までにコメントを返した。 
２回目の事前指導では、１回目の授業についての指導案

検討と模擬授業を実施した。１回目の授業を考案する際に、

考えたことについて、プレマインドマップを作成させ、教

育実習開始日に提出させた。 

５．２．授業観察シートの活用 
実習生の授業観察シートの記入例を図４に示した。実習

生は、授業観察において、重要だと考える視点を３つ挙げ、 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

気づきを記述した。指導教員は、視点については記入せず、

主にその他の欄に次回以降の授業改善に向けたアドバイ

スを記入した。授業後に参観者のシートをすべて回収し、

コピーを共有した。 
図２で示した「授業観察シートを用いたふり返り」では、

授業観察シートに記述した３つの観察の視点を、各実習生

が黒板にまとめ、その変容を概観させた。その中で、視点

が変化した時に何がきっかけであったのか、今後よりよい

授業改善に向けてどのような視点で授業観察を行えば良

いか協議させた。最後に指導教員から、いくつかの問いを

投げかけ、不足している視点について補った。 

５．３．指導教員の示範授業 
図２のⅠの授業において、実習生はある程度自分が予想

したように生徒が反応しないことや、展開が思い通りに行

かない経験をし、Ⅱの授業では、他の実習生や指導教員か

らアドバイスを受けた状態で授業を考案する。しかし、実

際授業をすると、思い通りには行かないことが多かった。

この時、実習生は、頭では理解したつもりではあるが、体

現できない状態であるか、指導教員のイメージが上手く伝

わっていない状態であると考えられる。 
具体的を挙げると、２年生の「電流と電圧の関係」の学

習において、生徒が実験して求めた結果について、誤差を

考慮した上で規則性を導き、グラフに表そうとするが、誤

差の説明が上手くできず、授業者側から規則性を提示して

しまうことがあった。そこで、生徒と対話しながら、誤差

の原因や大きさを導いた上で、データを分析していくプロ

セスを、指導教員が示範授業で示した。また、ICT 等も積 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図４ 授業観察シートの記入例 

図５ マインドマップの分析結果 

プレマインドマップ 

ポストマインドマップ 
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極的に活用し、見せ方や問いかたがわかりやすくなるよう

に示範授業を行った。 

６．結果と考察 

６．１．マインドマップの分析結果 
実習生 A～H について、マインドマップの分析結果を図

５に示した。すべての実習生に共通して、プレマインド

マップでは PK に比べ CK が卓越している。これは、教育

方法の知識に比べて教育内容の知識を多用して授業を考

案していることを示している。 
また、プレマインドマップとポストマインドマップを比

較すると、実習生 A～F、H は、CK が減少して PCK が増

加する傾向が見られる。これは、教育実習の経験によって、

CK が PCK へと移行するという、佐竹ほか（2016）の研

究結果と矛盾しない。実習生 G については、ポストマイ

ンドマップにおいて一見 CK が増加して PCK が減少する

傾向が見られる。これは、プレマインドマップで PCK に

分類された知識が、ポストマインドマップでは整理統合さ

れてブランチ数が減少した結果を反映している。具体的に

は、プレマインドマップではメインブランチの基本アイデ

アを「生徒知識」とし、想定した内容を多く羅列していた

が、ポストマインドマップでは「生徒の考え」として、内

容を結びつけて整理されていた。 

６．２．授業観察シートから捉えた視点の変容 
授業観察シートに、実習生が記述した授業観察の視点を、

表２にまとめた。すべての実習生で、生徒の反応やかかわ

りに関する記述が共通して見られる。記述した理由につい

て問うたところ、「実習では、実際の生徒を相手に授業を

するため、意識した。」といった答えが多く返ってきた。

これは、大学での授業で、学生相手の模擬授業は経験して

いるが、実際の生徒を対象とするのは初めての経験である

ため強く意識したと考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

また、前半は「板書」や「言葉遣い」、「ICT」などが多

く見られるが、後半は「発問」や「教材」、「評価」などが

見られるようになった。これは、教育方法の細かな点に目

が向けられている状態から、生徒に何を用いてどう考えさ

せるか、そしてどのような力が付いたのかといった、授業

全般に関わる点に視点が変化したことを表していると考

えられる。この変容の背景には、図２の「授業観察シート

を用いたふり返り①」において、指導教員から「自分だっ

たらどのような教材を使って授業をするかといった視点」

や「授業の目標をどの程度達成できたのかといった視点」

の重要性について指導したことも関連していると考えら

れる。 
前述のマインドマップの分析結果と合わせると、この視

点の変化は、CK が PCK に移行するプロセスを示してい

ることが推察される。さらに、TPCK がポストマインド

マップに表出しないことは、デジタルネイティヴである実

習生が、教育実習後半では ICT 活用についてさほど意識

していないことを示していると考えられる。 

６．３．事後アンケートの分析結果 
「授業観察シートを用いたふり返りが、自分の授業づく

りに役立ったと思いますか」という質問に対して、６名が

「とても思う」、１名が「少し思う」、１名が「どちらとも

言えない」と回答した。「とても思う」と回答した理由の

例として「自分の授業を他の人が見ることでわかる気づき

や、自分ならこうするという意見を聞けたことで自分に足

りないものが見えてきた。また観察する側でも何となく見

るのではなく、目的意識を持って授業を観察することがで

き、自分の授業でも活かせる部分を見ることができたか

ら。」といった回答が得られた。また、「どちらとも言えな

い」と回答した理由として「振り返りは周りや先生からア

ドバイスや、自分が気づけていない点などを教えていただ

けるので本当によかった。観察シートの記入は正直、悪い

ことをあまり書かないようにしようとみんな言っていた 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表２ 授業観察シートに記述された視点の変容 

※上から順に、教育実習開始から終了までに実習生が記述した

視点を示している。網掛けの部分は、図２の「授業観察シート
を用いたふり返り①」以降の記述を表している。 
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のでそれを見て学ぶことは少なかった。」という回答が得

られた。 
次に「指導教員の示範授業が、自分の授業づくりに役

立ったと思いますか」という質問に対して、すべての実習

生が「とても思う」と回答した。その理由の例として「自

分と同じ指導案で授業をしているが、教材の見せ方や発問

の仕方で生徒の反応が全然違っていたので、とても参考に

なり真似できるところは真似したいと思ったため。」や「授

業をする中でこれだけは外してはいけない説明や、実験の

指示がたくさん抜けていることにこの授業を見た時に強

く感じたので、そのあとの授業づくりに大きく関係したと

思います。」といった回答が得られた。 
これらのことから、授業観察シートの活用は、実習生に

とって授業で何を見るべきかを明確化する手段として有

効に働いたと考えられる。しかし、見た内容を授業に活か

すという段階においては、さらに支援が必要であることも

推察される。また、指導教員による示範授業は、実習生に

とって、具体的な授業の課題が見えている段階で、自分の

授業と比較する対象ができたことが効果をもたらしたと

考えられる。 

７．まとめと今後の課題 

本研究で行った教育実習プログラムの改善により、以下

のことが効果として示唆された。 
・授業改善の必要性を強く感じている段階で、指導教員の

示範授業を行うことは、実習生に具体的な改善のイメージ

を伝えることに寄与する。 
・授業観察シートの活用は、実習生が授業観察で何を見て

いるかを明確化でき、指導教員の指導や実習生自身が目的

意識を持って授業観察することに寄与する。 
今後は、実習生の視点の変容を促した要因や、授業観察

の視点の変化が実践力に与える影響について、ビデオによ

る授業記録や、授業観察シートを用いたふり返りの発話プ

ロトコルの分析等を加えて検証していきたい。 

注 

1） 1） TPACK の枠組みは、MISHRA and 
KOEHLER(2006)によって提案された考えであり、

「教育に関する知識」、「教科内容に関する知識」、

「技術に関する知識」といった３つの知識によっ

て、教員の専門知識の関係を捉えようとする表現で

ある。ICT などの技術を、単に授業の道具として用

いるのではなく、従来からの教員の専門知識と関連

付けて位置づけたモデルである。TPACK の概念や

研究の歴史的経緯については小柳（2015）に詳細が

示されている。 
2）KOEHLER, M. J. and MISHRA, P. (2008), P12 にあ

る図を、小柳（2015）で翻訳された図を引用してい

る。 
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